
ため池に関する防災の取り組みについて 
 

稲美町地域整備部土木課長 
 本岡 利章 

 
１） 稲美町の治水とため池の現状・・・・資料５－１ 

     ・稲美町は台地で大きな河川がなく、降水量が少ない。 
     ・昔から大きなため池を作り用水確保をしてきた。 
     ・近年大きな降雨災害はほとんどない。 
     ・治水対策はため池を中心に考えている。 
 

２） ハードの取り組み 
① 老朽ため池整備・・・・・資料５－２ 

      ・町内のため池数 ８８箇所（町面積の１１％） 
      ・漏水等老朽化したため池を順次整備  
      ・平成元年以降２９箇所を整備 

② 河川工作物応急対策事業・・・資料５－２ 
      ・平成１６年台風により、町内で数箇所が冠水 
      ・冠水原因のひとつであった河川の固定堰を可動堰に改良 
      ・平成 19 年度より４箇所整備 

③ 緊急放流施設の整備 ・・・・資料５－３ 
      ・平成１６年台風時のため池管理で、ため池からの事前放流   
       の必要性を痛感 
      ・５箇所整備 

④ ため池の切欠き・・・資料５－４ 
      ・H30 まで１５箇所整備予定 
 
３） ソフトの取り組み 

① 台風時のため池事前放流連絡 
  町内ため池管理者３７団体へ事前放流を連絡 
 
② 田んぼダムの取り組みについて・・・資料５－５ 

 ・H26 ２６４枚 
 ・H27  ４２枚 
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農業用河川工作物応急対策事業（新仏池）

老朽ため池の整備（千波池）
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資料５－３

ため池緊急放流ゲートの設置１（城ノ池）

ため池緊急放流ゲートの設置２（満溜池）
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